
 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

5 月号 

クロスワードパズルこたえ 
 

－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味

のあった記事、ご意見、ご感想など。⑤答えをご記入の上

FAX かメールにてご応募下さい。FAX ２２－２１３３  

hirose@kato－const.jp はがきでもＯＫです。 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動する迷路ゲーム

です。正しいルートでゴールまでたどり着くと、通らなかったパ

ネルが出てきます。 

この余りのパネルの漢字を 

つなぎ合わせてできる熟語が 

「答え」になります。        

例題では「以」と「前」の 

パネルが余るので、「以前」 

が答えとなります。 

 

 

スタート 

ゴール 

 

金魚は、突然変異で赤くなったフナがそ 

の始まり。偶然生まれた姿を人間が世に 

留めた、自然界には存在しない魚で人が 

創り得る唯一の“生きた芸術”と言われ 

ているそうです。 

1７00年以上前の中国では野生の赤いフ 

ナを捕まえて飼育していたそうです。や 

がて人の手で繁殖させて改良品種が作られるようになりま

した。尾びれの改良などが進んで徐々に華やかな姿へと進

化すると、金運をもたらす魚として江戸時代ごろに「金魚
きんぎょ

」

と名付けられます。それまでは、金魚の赤い固体を「こが

ねうを」と呼び、白い固体は「しろがねうを」と呼んでい

た時期があったそうです。 
 

さて、日本にはやってきたのは室町末期の大阪。大名や一

部の富裕層の贅沢な趣味でしたが、江戸時代後期になると

またたく間に庶民に広まり、江戸に金魚ブームが到来した

のです。天秤
てんびん

棒
ぼう

に金魚を入れた 盥
たらい

を下げて「きんぎょ～

え～、きんぎょ～」と売り歩く「振売り」が江戸の夏の風

物詩。金魚売りから買った金魚は「金魚玉」と呼ばれるガ

ラスの金魚鉢に入れて、軒に吊るしたりして楽しんだそう

で、金魚の養殖は、下級武士の副業として生活を支えても

いたそうです。 

水の中をひらひらと涼しげに泳ぐ金魚。金魚を見ていると暑さがスーッと引くようにも感じられます。子どもの頃、金魚

すくいに夢中になったなんて思い出のある方も多いことと思います。金魚は夏の風物詩のひとつ。かわいい金魚を眺めな

がら暑さを忘れて和んでみませんか。 

昔は、金魚を陶器に入れて上から見るのが主流

のスタイルでした。実は、この「上見（うわみ）」

こそが金魚の正しい鑑賞法。尾びれが水の推進

力を得てどうしたら花開くように見えるか、人

間によって考え抜いて創られているので、金魚

の最大の見どころは「尾びれの揺れの美しさ」

なんだそうです。  

 

「殿様のゴハンの毒味役」 

時代劇で水槽にお殿様のご飯をパラパラと入れると金魚がプ

カーっと浮かび上がって「曲者！」みたいなシーンがありま

したが、実はリアルな話なんだそうですよ。江戸時代では本

当にあったことのようです。 
 

「戦時中は“爆弾よけ”としてさらに需要が！」 

また第二次世界大戦中には「金魚を飼っている家には爆弾が

落ちない」という噂が広まって金魚が品切れになったことも。

それでわざわざ陶器の金魚置物が作られたそう。 
 

「金魚は水道水の守り神」 

浄水場では、川や湖の水を取りこんで水道水をつくっていま

すが、川や湖の水に体に害がある重金属や農薬などが含まれ

ていないか検査をしています。更に、浄水場に取り入れる水

で金魚を飼って、その動きを監視し、金魚の様子がいつもと

違っていたり、万が一暴れたりした場合には、取水を止めて

水質の検査を行っているそうです。 

縁日といえば「金魚すくい」。水の中を涼しげに泳ぐ、

愛らしい金魚の姿は、いかにも夏にふさわしいですね。

今では金魚は夏の風物詩のひとつです。  

ところが江戸時代、金魚は2月の中旬から3月のはじめ

にも売られていたという。それは、ひな祭りに飾るか

らだそうで、昔は金魚鉢をひな壇に飾るという風習が

あり、金魚売りがそれに合わせて売り歩いたという。  

そもそもひな人形は、紙などでつくった人形（ひとが

た）で自分の体をなでてけがれを移し、川や海へ流し

たことが起源と言われています。もともとはひな壇に、

ハマグリやスルメなどの水に縁のある物を飾っていた

ということから、いつしか金魚も春を呼ぶ縁起のいい

ものとして飾られるようになったそうです。そのこと

から、3月3日は金魚の日になったそうですよ。  
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ほうれん草      １把  

トマト        大１個  

● ツナ        小１缶  

● オリーブオイル   大さじ２  

● 醤油       大さじ１  

● おろしニンニク  １片  

● レモン汁       大匙１ 

● 砂糖        小さじ１  

● 塩         少々 

● 黒胡椒        少々 

(３人分) 

) 

 

① ●の材料を混ぜ合わせてドレッシングを作ります。 

 

② ほうれん草はさっと茹でて水気を絞り、①と和えます。 

 

③ トマトは皮をむき、食べやすい大きさに切り②と混ぜて 

完成です。 

(*^-^*) 


